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1＋９ (2.1） ＞０ 〃1＝＝ (1＋ｇ)/,＋弘
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となるが，この符号は，
ａ）６//i＞(l＋g)/ﾑの場合, ＯＣＷ） ＞０ 化
,(響)=ｏ
ﾕ１１ｍ＜ｏ Ｏｅ 
b）Ｍｉ＝(l＋g)/あの場合，
c）Ｍ１＜(1＋g)/あの場合，
となる。言い換えれば，
ａ）生産部門における労働ｌ単位あたりの廃棄物産出（排出）が，廃棄
物処理部門における労働ｌ単位あたりの廃棄物処理量を上回る場合，
生産部門の環境効率性ｅの上昇は，生産部門の環境負荷量（廃棄物
排出量）を価格評価した／Ｗの増加をもたらす。
ｂ）生産部門における労働１単位あたりの廃棄物産出（排出）が，廃棄
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物処理部門における労働１単位あたりの廃棄物処理量と等しい場合，
生産部門の環境効率性ｅの上昇は，生産部門の環境負荷量（廃棄物
排出量）を価格評価したｔＷに影響しない。
ｃ）生産部門における労働１単位あたりの廃棄物産出（排出）が，廃棄
物処理部門における労働１単位あたりの廃棄物処理量を下回る場合，
生産部門の環境効率性ｅの上昇は，生産部門の環境負荷量（廃棄物
排出量）を価格評価した/Ｗの減少をもたらす。
となる。
４主要な諸命題
前節までの分析結果は，以下のような３つの命題に要約できる。
F語惠。本稿におけるﾓﾃﾞﾙにおいて,経済成長率(均等利潤率)を一
定とすれば，生産部門の環境効率性の上昇は，
一般財の生産量：増加
廃棄物処理量：減少
賃金率（１人当たり消費率）：上昇
廃棄物処理価格：上昇
の効果を有する。
Fi蕊i可本稿におけるﾓﾃﾞﾙにおいて,生産部門の環境効率性の上昇
は，経済成長率（均等利潤率）ｇ(＝γ)の上昇の効果に相殺されて，環境
負荷量を増加させる可能性がある。
鳫題-5］本稿におけるﾓﾃﾞﾙにおいて,経済成長率(均等利潤率)を一
定とすれば，生産部門における労働ｌ単位あたりの廃棄物産出（排出）
が，廃棄物処理部門における労働ｌ単位あたりの廃棄物処理量を上回る場
環境効率性と環境容量６７
合，生産部門の環境効率性の上昇は，環境負荷額の増加をもたらす○
おわりに
環境効率』性は，事業パフォーマンスと環境パフォーマンスの相対的な度
合いを示す指標であり，利用目的が適切であれば，きわめて有用な環境経
営指標とみなすことが出来る。しかし，絶対量としての環境負荷の増大を
容認し得る指標ともなってしまう可能性が，本稿の分析により示された。
生態学的な意味での持続可能性Sustainabilityを実現するためには，環
境容量を超過しない範囲内に環境負荷を抑えることが必須用件である。本
稿では考察しなかったが，個別企業が高水準の環境効率性を達していなが
ら，経済全体の環境負荷は環境容量を超過してしまう状況も大いに考え得
ることである。「高い環境効率性は達成した。しかし，経済は滅んだ」と
いったことのないように，環境効率'性という概念は，十分慎重に扱うこと
が必要である。
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Eco-EfficiencyandEnvironmentalCapacity 
JｕｎｙａＭＡＴＳＵＮＡＭＩ 
《Abstract》
Eco-efficiencyistheindicatorofenvironmentalmanagementsystem 
inthefirm・Ｔｈｅdefinitionofthatisarelativemeasureoftheeconomic
performancesandtheenvironmentalperformances、Buttheenviron‐
mentalcapacityisanabsolutemeasure、Ｔｈｅｎahighlevelinthe
eco-efficiencycouldmeanahighlevelinenvironmentalimpact・
Thepurposeofourresearchisatheoreticalanalysisofaneco-
efficiencyandeco-capacityOurresearchusethelinearjointproduction 
systemintroducedwastedisposaltechniqueWeassumethesteady‐ 
stateandthesustainablecondition． 
Ｔｈｅｍａｉｎｃｏnclusionofourresearchisthatahighlevelinthe 
eco-efficiencycouldmeanahighlevelinenvironmentalimpactinsome 
conditions・Weshouldverycarefullyuseaneco-efficiency．
